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１  総評 

（１）本校の今年度の重点目標とその取組状況について 

 ・ 適切な重点目標に対し、学校全体で取り組み、一定の成果があったと思います。 

 ・ 学校や地域の特性を生かした学校運営がされており、様々な行事や授業からも目標に向 

かって進められていることが伺える。 

 ・ 重点目標は適切に設定されているし、とても工夫されて取り組まれていると思う。 

 

（２）成果について 

 ・ 異学年の交流や地域との連携した校外学習によって、より良い人格形成と社会性の向上 

に成果が見られる。 

 ・ 「ほっとルーム」の活用と専任の教員の対応等により、不登校児童の状況改善に成果が 

見られる。 

 ・ 挨拶をする等の「学校ルール」の取組によって、より良い生活習慣が身に付き、保護者 

の評価も高く、十分成果があった。 

 ・ 保護者からも７割以上の良い評価を受けており、問題ない学校運営が行われている。 

 ・ アンケートの結果に改善が見られたということは素晴らしいことで、良い成果があった 

ということだと思う。 

 

（３）課題や改善を要する事項について 

 ・ 不審者や害獣の進入対策を強化する必要がある。 

 ・ ＳＮＳでの嫌がらせ等に対する保護者の心配意向がアンケートから感じられる。いじめ 

にも繋がる事が見えないところで現在進行している可能性を危惧した児童への対応が必 

要かと思う。 

 ・ 学力調査の結果から、全教科において作文に苦手意識が見られる。「読む」「書く」は 

全ての基礎だと思うので、課題として取り組んでもらいたい。 

・ 指定避難所にもなっており、また児童の快適な活動のためにも体育館の空調は必要かと 

思う。 

 ・ いじめ問題への対応は難しいものがあり、家庭環境からも影響があるため、学校との連 



携が必要である。 

 ・ 設備の古さは改善されつつあるが、まだまだの部分もあるため、少しずつ改善してもら 

いたい。 

 ・ アンケートの結果を見ると、学校が子供の悩みに気付き、それをすぐ相談できる体制を 

つくるという部分について、保護者がより良くしてほしいと考えている割合が他の項目 

と比べると多いと思った。 

 

２ 各領域等の評価 
 

領域 評 価 の 観 点 評価 意 見 ・ 改 善 案 等 

学 

校 

運 

営 

１ 開かれた学校づくり Ｂ ・不審者侵入防止の対策が必要 

・体育館の冷暖房が望まれる 

・古い設備の改修 
２ 魅力ある学校 Ａ 

３ 施設・設備 Ｂ 

４ 安全管理 Ｂ 

５ 教職員の資質の向上 Ａ 

６ 特色ある教育活動等 Ｂ 

教 

育 

課 

程 

１ 確かな学力 Ｂ  

２ 豊かな心身 Ｂ 

３ 特別活動 Ａ 

４ 生徒指導・教育相談 Ａ 

５ 特色ある教育活動等 Ａ 

課 

題 

教 

育 

１ 環境教育 Ａ  

２ 情報教育 Ｂ 

３ 特別支援教育 Ａ 

４ 図書館教育 Ｂ 

５ 健康教育 Ａ 

６ 特色ある教育活動等 Ａ 

地域との連携について 
Ａ 

 

いじめ問題への取り組み 

 Ｂ 

 

 


